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ト（Breakout）と引張性破壊である Drilling Induced 
Tensile Fracture（DITF）がある。一方、コア法と
しては ASR（Anelastic Strain Recovery、図 3）法、
DCDA（Diametric Core Deformation Analysis、図4）
法、AE（Acoustic Emission）法、DRA（Deformation 













































を得ることができた（Byrne et al., 2009; Lin et al., 
2010; Lin et al., 2016 など）。現在当研究室の大学院生
（D1）は南海トラフの室戸沖での掘削において、ASR
法による応力計測の研究を実施している。さらに、
当研究室は、2016 ～ 2017 年度には、1995 年に発生
した兵庫県南部地震の震源断層である野島断層の掘
削、2016 年発生した熊本地震の震源断層である布田
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 （修士課程 1 年　澤田　凱人）
川端　祐一郎（かわばた ゆういちろう） 交通行動マネジメント工学講座 交通行動システム分野 助教
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■　10
院生の広場
2017 年 の 8 月 に、RSDC（Resilient Society 




























冬 に な る と、
雪 が 深 々 と 積
















































































Vitor Ribeiro de Sa
（都市社会工学専攻　博士課程）
Mitsui Matsushima Award for Best Presentation (International 
Symposium on Earth Science and Technology 2017)
































2017 年 10 月 1 日
佐々木　寛介 採用 防災研究所	気象・水象災害研究部門	気象水文リスク情報研究分野寄附研究部門
(日本気象協会）特定准教授
2017 年 11 月 1 日
HANITTINAM Pantinya 採用 社会基盤工学専攻	水工学講座	水文・水資源学分野	特定研究員
2018 年 3 月 1 日
山田　忠史 昇任 都市社会工学専攻	交通マネジメント工学講座	交通情報工学分野	教授




















Urban Management Engineering Prize）のことで、例年、専攻教員による厳正な審査（一次審査および二次審査）
を通して選定した若干名の学生に賞状と記念の楯を送っています。平成 29 年度も、平成 30 年 2 月 15 日の公聴会と




Numerical	 modelling	 of	 two-





Molecular	 dynamics	 study	 on	
the	 salinity	 dependence	 of	 the	








平成 30 年 2 月 13 日㈫・14 日㈬に実施されました入試の合格者数は以下の通りです。
　　修 士 課 程：外国人留学生 16 名
　　博士後期課程：第 2 次（平成 30 年 4 月期入学）19 名
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